
栽 培 漁 業 開 発 調 査

高橋 邦夫 ･ 早川 豊 ･ 佐 藤 敦

目 白勺

陸奥湾における魚類､甲殻類を対象にした栽培漁業を進めるための基礎的資料を得る｡

1. ワ カ サ ･ギ

/

/

Ⅰ 種苗生産技 術開発試験

材 料 と 方 法

親 魚 : 昭和 45生 5月 14日に､野辺地地先の′｣､塑定置網で採捕されたものを用いたo

採卵ふ化 : 雌 13尾 (10.7- 13.9L･tn)､雄 12尾 (10.9-13.3(･tn)を使用して､ 5月 14日

11時に野辺地地先海岸で乾導法によD､ シュロ皮を張 った卵枠6枚に採卵Lた (水温 13

℃).卵枠は発砲スチロールを張 った木箱に収容して､ 自動車で当所まで 1時間を要 して運

んだ (水温､収容時 13.8℃､到着時 14.2℃)｡到着後は塩 ビ板製の0.45トン水槽2個

に収容､一つは海水､他は汲水を9･82/min内外注水 した｡ふ化が始まった 5月28日ま

での水温は､海 水 11.9 (10.9- 13.3)℃､淡水 13.2 (12･9-13.4)℃であっ

た○

餌料別飼育 試験

プラスチック 102水槽 (水量82)に5月30日ふ化仔魚各 200尾収容 し､餌料区分を次の4区

とした｡

J%.1. イガイラーバー

2 〝

3. 〝

+アルテミ7

+シオミズツボワムシ

6月15日以降は各情にアルテミ了を給餌

4. 鶏 卵 黄

飼育は6月1日から7月 10日まで40日間とした｡シオ ミズツボワムシは不足 して充分投与でき

なかった｡飼育水は止水 とし､2- 5日毎に 3/4量を換水 したO
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結 果 と 考 察

1) 受精率およびふ化用水

6枠の受精率は 0-93%で､ 60- 70虜が多かった｡ふ化所要 日数は平均水温 12.6oCで

15-21日であった.ふ化用水は淡水､海水 ともにふ化可能であるが､海水の方が水生菌の着生

がなく有利と考え られる｡

2) 餌料の種類 と歩留､成長

飼育開始 15日間の減耗が大きく､90虜以上に達した.飼育結果は第 1表の とおDで､歩留は

0- 5･5虜と低い値であったO中ではイガイラーバ-+シオ ミズツボワムシのAoT.3がよかった｡卵

黄を与えたJ%･5は飼育 5日で全滅Lた｡成長についてみると､はじめか らアルテ ミ了を混合給餌 し

たJ%.2がよか った｡ただL生残数が少をいので問題があるが､パンライト30.e水槽で同じ方法で

飼育 した例でも､平均全長26花7Wと比較的 よい成長を示 していることか ら､はじめからアルテミ了

を給餌 したものの成長がよいとみて差支えないであろ う｡

3) そ の 他

･受精卵の卵径は 1.14 (1.07- 1.21)7nJWであD､ふ化仔魚の平均全長は6.98 (6.85-

7･28)孤7Wであった｡ふ化後3日で卵黄を吸収L摂辞 した｡

･卵を海水か ら淡水､淡水か ら海水に移しても特に異状は認められなか った｡

･淡水でふ化 した仔魚を海水に移 Lても異状はみられなか った｡

･海水飼育の稚魚 (3- 4C7n) を淡水に移 しても異状はみ られなかった｡

･成長は5月30日ふ化 (7花房 ､ 7月10日 (26乃凋)､8月 25日 (45花mt)､ 12月 16日

(807m)であったo

2. ク ロソ イ

材 料 と方 法

親魚 : 昭和45庄 5月

26日野辺地沖のクロ

ソイ延縄漁場で､口辺

に鈎掛 りした 1.5Kg前

第 1表 飼 育 結 果

水槽番号 生残尾数 生残率 平 均 全 長

摘 要J%.1 5(周 2.5(96)1.56 (1.1- 2.0)(L

74飼育水温234 5ll0 1.55.502.76 (2.5-5.0)1.81 (1.2- 2.6) 17.

1 (14.2-20.5)oC後の雌親魚15尾をポリ250.e水槽に収容､海水かけ流しに L､調査船で8時間を要 して当所まで

運んだ｡途中の箪死はなかった｡仔魚ふ出までの管理 : 親魚は屋外のコンクリー ト6トン水槽に収容､

流水にした｡ 6月 4日早朝1尾からふ出Lているのを発見､流失をまぬがれた仔 魚 を室 内水槽に

移した.同日禾産の親魚を室内のポ リ8002水槽に移したが､翌 5日2尾からふ出したが発見が遅れ

て全滅 Lた｡ 6月6日残bl尾か らふ出Lたので､直ちに別の容器に移

した.1) 流止水別飼育試験プラスチック102水槽 (水量 82)として､ 6月 4日ふ出仔魚各 200尾収容



として､ 6月8日か ら24日までの 17日間飼育した｡期間中の水温は 16.9 (14.6-18.0)

℃であった｡

J%.1アルテミ了+イガイラーバー

2

3

4

2) 密度別飼育試験

止水通気

流水

+シオ ミズツポワムシ止水通気

+グリーン海水 止水

~＼
イガイラーバー､シオ

ミズツボワムシは 2

回給餌 して中止した｡

6月 6日ふ出仔魚をパンライト30L水槽 (水量 25L)にJ%.1､ 100尾､J%.2､ 200尾､

J%.3､300尾 (4･､8､ 12尾/I)収容､弱い通気をおこない､アルテミ了を給餌 して 6月

11日か ら7月1日まで 21日間飼育 した｡期間中の水温は 17.2 (14.6- 19.0)℃であった｡

結 果 と 考 察

1) 流止水別飼育結果

飼育開始8日間 (ふ出後 12日間)の減耗が大きく､ 62-99%に達し､その後もだらだらと

襲死が続いた｡ 17日間LZ)生残はjW.1-3､各 1尾 (0.5虜)､J%.4､ 20尾 (lo癌) と不良で

あった｡襲死 した個体をみると､アルテミ了を充分に摂餌 してか9､第死原因が餌料にあるのか､

飼育環境にあるのか明らかで夜かった｡結果的にはグリーン添加､止水区がよい歩留を示 Lた｡こ

れ とは別にパンライト30.e水槽に30尾あて収容､グリーン添加､止水と通気 (830CIC/min)

の区分で8日間飼育 した例では､生残率 27%:10魂で止水区がよい結果を得ているので､仔魚

期の飼育はグリーン添加､止水が適当と考え られる｡

2) 密度別飼育結果

歩留はJ%.1､1尾 (1虜)､j%.2､ 3尾 (1.5虜)JW.3､ 4尾 (1.3魂)と極めて不良であった｡

この結果か らは密度による差はみられなか った｡これは飼育技術が確立されていをい現状では､密

度以外の要因が大きく作用 しているためと考え られる｡

3) そ の 他

･頻出仔魚は平均全長 5.95 (5.7-6.4)787Wで､摂餌はふ出 3日目 (水温 15℃内外)に認めら/

れた｡

･成長､6月 4日ふ出 (6nm)､6月19日 (9- 10mm)､7月 10日 (13-17nJW)､7月

21日 (20-30孤7W)､ 12月 26日 (57-1077m)であったO

･病害 8月上旬から下旬にかけて観察されたもので､尾柄部が赤 く腫れ内出血 して筋肉､皮膚が

廉欄し､甚 Lh場合は脊椎骨が露出､或いは尾部が脱落 して葬死する伝染性の強い病害で治療に

は複合ス トレプ トマイシン250ppmの薬浴が顕著を効果を示した｡

･挙卵数は､全長 36-46cmで 10- 18万粒であった.

5. マ コカ レ イ

材 料 と 方 法
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採卵とふ化管理 : 昭和 45生 12月 11日野辺地沖で刺網で採捕 し､野辺地町漁業協同組合に水

場された親魚の中から､生 きている個体を選び､雌2尾､雄4尾を使用 Lて､乾導法によb約40

万粒採卵 した｡卵枠はワカサギの場合と同じ方法で当所まで運び､パンライト30.e水槽に収容

.(止水､通気)､汲水かけ流 しの水槽に設置Lた他にFRPIOOL水槽に収容､海水かけ流しにし私

仔魚の飼育 : 12月 24日ふ化仔魚をプラスチック 10L水槽 (水量 82)に収容し､餌料種類

を次の 3区 として12月26日から2月11日までの 48日間飼育した｡同時に密度別としてJ%.4

を設けた｡ また､水温別試験として 15℃と18℃区を 1月6日に設けた.給餌は底棲移行が始ま

るまではシオ ミズツポワムシ､その後はアルテミ了を混合して与えた｡飼育水は止水とし通気した｡

J%.1 100尾収容 シオミズツポワムシ グリーン添加

〝 2 100 〝 鶏 卵 黄 〝

u 3 100 u 豚 肝 臓 N -一一一一1--肝臓は煮てからミキサーにかけ

･ 4 500 〝 シオミズツポワムシ 〝 て与えた｡

結 果 と 考 察

1) 餌科別飼育結果

JW.1は､ほぼ底棲移行の終った 2月11日の生残数は 15尾 (生残率 15虜)で､うち 14尾が

底棲に移 っておD､眼も転位 していた｡ j%.2､ 3は飼育5日目 (ふ化後 8日)に全部葬死したO

このため再度飼育を試みたが､同様に5日で全威 した｡以上の結果か ら､鶏卵黄､肝臓は単独では

殆んど使用に耐えをいものと考えられる｡夜か､飼育水温は 10.4 (9.8-11.0)℃であった｡

2) 密度別飼育結果

収容数 12･5尾/Lと 62･5尾/Lを比較 した結果､生残率は 15虜 : 4.2感で､密度の高いJ%.

4は 1/ 3.5にとどまD､底棲移行も遅れて 21尾中11尾であった｡

3) 水温別飼育結果

平均水温 10.4 (9.8- ll.0)℃区は､1) 項のJ%.1のとおDであったが､15.4 (14.6

- 16.0)℃区は､飼育開始 11日目に､また､ 1-8.5 (18.2- 18.6)℃区は6日目に全部弟

死 した｡和田等 (1967)は 18℃の成長､歩留が よいことを報 じているので､本試験でこのよ

うを結果が得られた原因としては､飼育方法にあるのか､あるいはローカルを特性によるものか､

不明であれ この点については更に検討 したい｡

4) そ の 他

･受精卵の卵径は 0.79 (0.73-0.85)孤灯で､ふ化 日数は､水温 7･9℃では 10- 14日､

11.1℃では7- 10日であった｡

･ふ化仔魚の全長は 3･49 (3.28- 3.70)花mで､ふ化後 3-4日でシオ ミズツポワムシを摂餌

した｡

･変態は全長 9- 10取材で始まD､水温 10℃内外では 40日を要 し､底棲移行は 40- 50日で

あった.

4. シ′ ヤ コ
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材 料 と 方 法

抱卵親 : 昭和 45正 7月 21日陸奥湾内の奥内地先のシャコ刺網で採捕された､産卵 して卵

塊を抱えている雌 2尾 (体長A18.5cm､B 18.5C肌)を､ポリ袋に入れ海水を約52入れて､

1時間30分を要して当所まで運んだ｡

ふ出までの管理 : プラスチック10L水槽に 1尾づつ収容L､用水は止水とL､通気 した｡

卵は眼も明瞭で､心臓の鼓動 もみ られふ出直前のもの と観察された｡

ふ出 : 7月22日Aの卵がばらばらに分離､沈下 していて団塊状の卵がをく在ったので､親

は他に移した｡分離した卵の中に]尾のふ化幼生を発見したが､動きはにぶ く､底を這 うように

していた｡ 7月 23日には幼生がところどころにみられるようにを9､ 27日までふ化が継続 し

た○

ふ化率は 30虜前後とみられる｡一方Bは分離 した卵も少をく7月23日には多数の幼生が認め

られ幼生の動きも活発で､ 24日朝にふ化は終った｡水温は 21.6 (20.8- 22･4) ℃であっ

たo

餌 料 別飼育試 験

7月24日ふ化幼生を用いて､同日パンライ ト30L水槽 (水量 25L)に各 300尾収容し､飼育

水は止水 として通気 した｡餌料区分は次の 3区とした｡給餌は常に多数のアルテミ了やシオ ミズツボワ

ムシがあるように適宜おこなった.飼育水温は第2表のとおDであった｡

jW.1 シオミズツボワムシ

〝2 アルテミ7

〝3 アルテミア+シオ ミズツポワムシ

グリーン添加

〝

〝

結 果 と 考 察

1) 餌料別飼育結果

8月 12日 (ふ化後 19日)の生残数は､255､ 191､

192尾で､生残率は､ 85､64､64感であった｡J%.1は

シオ ミズ ツポワムシが入っているためグ 1)-ンの色落が早いが､

J%.2は濃いグリーンを呈 しており､J%.3がこれに次いで､グリ

ーンを呈 していた｡それぞれの平均体長 (額角基部か ら尾節末

端まで)は､ 6.5､ll.6､10.67nmで､アルテ ミ了を給餌 し

第2表 飼育水温経過

月旬 平均水温 (範囲) 9時観測

7下 20.2(19.0-22.5)

(d上 21.6(18.9- 2

2.9)8中 21.5(19.7

- 22.6)下 21.8(19

.4- 24.4)9上 20.5

(18.0- 22.8)たJ%.2､3区の成長がよかった｡歩留は反対にシオミズツポワムシ区が よい値

を示 していた. 8月31日の生残数は､14､ 14､ 15尾で､生残率 は各区 とも5虜であ-'た､最

も成長のよいJ%.2区では､ 14尾の中､ 1尾が変態を終 って成体型に夜クていた｡この後 9月 10日

までの間に､J%.2区では､ 5尾が成体型に夜9､JW.3区も同じく5尾が成体型に夜-'たが､JW

.1区は次第に葬死 し､成体型に夜 った個体は1尾もみられなか った｡最終的に稚 シャコに変態を完了した

個体は､J%.1､ 0尾､J%.2､6尾 (2感)､J%.3､ 5尾 (1.7易) であったO結果的には

､アルテ ミ了を給餌 Lたものが よく､また､グリーンが濃い状態で経過したものがよか ったといえるが､この場



了がよか ったのか ､あるいは､成長過程でグリーンの ような植物性のプランク トンを必要とするの

か明 らかでなく､こ の点については更に検討が必要である.奨死は､初期には′J､さく水温が 22℃

を超えた 8月 20日頃か ら増大 した0 28oCに加温飼育 Lた例や､その他の飼育例か らみて､高水

温が減耗と関連している ように考え られる.

2) そ の 他

･卵の性状 : 黄色で寒天状の紐で互に連結し､一層に配列して風呂敷状を呈 しているO卵径は

0.56 (0,55-0.59)7mであった｡

･抱卵親の行動 : 親は卵塊を第二顎脚で抱えて､2-3分毎にかきまわす動作を繰返すO水槽

の中に塩 ビパイプを入れ てやると､この中に入る｡ふ化が始まるとか きまわす動作も早 くをD､

パイプの一方の口か ら､ふ化幼生が次々と水流に乗って出てくる｡なお､親が卵塊を食べてしま

った例もあった. これは飼育環境が不適当を場合 と考え られる.

･ふ化幼生の性状 : 体長2･31 (2･15-2･50)72mで､卵黄は 2-3日で吸収する.光に対

し敏感に反応 し強い趨光性を示 したO摂餌は第2期の幼生で始めて観察され､ふ化後 5- 11日

目であった｡

･成長 : 幼生の成長は第3表に､稚シャコの成長は第 4表に示Lた とおDであった｡

第 3表 シャコ幼生の成長

月 日 7.24 7.30 8.4 8.9 8.12 8.27Ⅰ変態は8月 31日か ら9月 10日にかけてーみられ羅o体長 2.51 幸 4 幸 6 幸 9 幸11 167H

JW第 4表 稚 シャコの成長月 日 8.29 9.10 9.17

10.2 1 1ー1.10 1.16体
イ 19メ 22 52

- 407WJW長 ロ 16.5 22.5 24 -･稚シャ

コの性状 : 変態は早朝におこなわれるようで､稚シャコは殆ん ど朝に発見されたO変態後間もない稚 シャコは､薄い赤色で眼も赤く､弱々しい感 じであるが､翌 日は体色 も薄黒 く､

殻皮 も堅 くなる.変態直後の体長は､ 13.5-15孤7mであ-,た.｡稚 シャコ

の行動 : 水槽に砂泥 を入れてやると､直ちに穴を掘 り始めてU字型の棲息穴を作 って潜入する｡穴は径47m､

深さ 14取払 穴の間隔 27- 50787Wで､成長に従い穴も大きく夜 D､間隔 も広 くな

る.養成 Lたアルテ ミ了を投与すると､穴の 口に頭を出Lて素早 く捕食する｡また魚肉を穴のそばVC置 くと､中に持 ち込むのが

観察されたo夜間は穴の口に頭を出Lた･り､中には外に出ているこ ともあ



第 5表 親魚採浦､採卵､ふ化状況

種 名 親 魚 採
卵採捕圧月 日 採捕地 漁 具 _サ イ ズ cllL尾数 採卵媒精

採卵数 受精率ワ カ サ ギ 45.5.14 野辺地 ′J､ 型 T.L.910.7-15
.9 15 搾 出 法 願 (刺定 置 台10.9-1

5.5 12 乾湿導法 約 12 0-92ク ロ ソイ 45..5.26 〟 浮

延縄 T.L.956.5-48.5 2 卵 胎 生 自 然 ふ 出マコガレイ 45.12.ll 〟 底刺絹 T.L.928.5J--5

4.2谷25.4-50.2 24 搾 出 法乾 導 法 約40万 56-59シ ャ コ
45.7.21 奥 内 底刺網 B.L.915.7-15.8 2 抱 卵 親使 用 自 然

ふ 出ふ 化 l

争 那 数 平 均 卵 径範 囲 ふ 化 稚 仔平均サ イ ズ 範 囲 ふ 化 積 算 温度

ふ 化 水 温 と所 要 日 数ふ 化 率 ふ化尾数(i.)約 5万陶 1.14如
T.L.6.98如 ℃ 12.6℃約 80 1.07- 1.21 6.85-ノ

7.28 189.6-265.5 15- 21日約 10万 T.L.56- 4610- 18万

T.L.5.955.70- 6.40約 95 約 15万 51cHL内外 0.79 T.L.5.49 78.0- 111.0 ll.1℃ 7-10日
22_～ 47万 0.75- 0

.85 5.28- 5.70 7.9℃ 10-14日約 5万 4- 5万 0.560.55- 0.59 B.L.2.512.15-ノ2.50

Ⅱ



第 6表 聞きとD調査結果

種 哀 漁 業

漁具漁法 漁獲 時 期 操 業 状 況 サイズ 好 漁 時 の天

候 釣 の 餌ア イ ナ メ ･寵 網 周年､5-田6)寵 =漁模様で 10～鯉一般に時化後が イ カ ナ ゴ延 縄 10- ll 毎日～ 12.5日 (1

5-- 好漁､偏東風は イカの 切 身底建網刺 網 盛期､ 1-5少をレゝ

剰網 ..夕入れ由揚げ 55)多 不漁 ク コク ロ ソ イ ･延 縄 周生､5-
網毎 日～ 2.5 10- 60¢0- 浅い所の網は時 イ ワ シ･刺 綱

6､ 10- 日ごと 化後がよい イ カ ナ ゴド ジ ョ ウ

ノワ カ サ ギ･.底連綿 11に

多い 延縄一般に夕 釣は くもDが よ定置網 延べ朝揚げ 40)多 ＼ハマ ダ イ ･追込網定置網底建網 5- 10 10- 80 追込網は大漁の後に必ず偏東風が吹 く 生

きたイカ類ユムシ′.ヒ ラ メ ･刺 網 4- 11､ 刺網夕

入れ朝 10- 延縄潮が早いと 生きたイカ､

底建網 5- 6盛期 揚げ､延縄朝 1:00 不漁 イワシ､ ドジ定置網 ～夕

40- 60 偏東風は不漁 ヨウカレイ演 マ コ ガ レ イ ･刺 網 風圧､ 11- 12盛期

夕入れ朝揚げ 20- 40 偏東風は不漁マ ガ レ イ ･刺 綱嘩建網 周iE､ 5上～ 6中盛期 夕入れ朝揚げ 7-40 西風の時化に好漁 偏東風不漁

ク ロ ガ シ ラガ レ イ ･刺 網寧建網 周生､11上- 1下盛期 20-.50イ シ ガ レ イ
･刺 網底連綿 周 生 夕入れl朝揚げ 15- 60 西風の強いとき好漁

･チ カ .ワ カ サ ギ 定置刺置 周圧､絹 盛 時間不定刺綿入れたま 8- 20 海が濁ったとき

イ ワ シiIjサ ケ . マ ス 類 定置延縄 12- 6 50- 80 延縄は

好天不漁南風多い在好漁メ バ ル 類マ タ ラコ ノ シ′ ロ.寵網剰網･底連綿 周 鑑1上- 2下 15- 2040-9020-

50刺 網･定 置 2上盛期4～ 9 ま夕入れ朝揚げ 北風

多い生不漁稀れに乗網するク コ

ナ マ コシ



漁 場 ･ 回 遊 移 動 状 況

水 深

底 質再5- 70 砂 傑 沖 (60れ以上)には周生棲息 し､ 4- 5月岸に入って 7- 8月
はやや深み樵 に移る0 9- 10月は産卵のため大型魚も入ってきて盛漁期と

浸る○産卵後'藻

場 は沖に出るo7- 100 砂 場 春 4- 5月海峡から平舘寄 Dを湾内に入るoイカ
ナゴについて くる. 10-玉 右 11月脇野沢寄Dを出るo海峡では 11- 草月水深 100- ぐらいの根につ

棉藻 場 いているo ■7- 120 棉 5- 6月群を夜して平舘寄 Dを入って､脇野沢を経て大湊方面に回遊､産那傑 後は分散して しま う模様､脇野沢では 11月出

ていく時に延縄で獲るが､漁は少なho10- 90 砂 泥 4月中旬イワシを､

5､6月イカナゴを追って平舘寄Dを回遊するo秋は蓬砂 傑硬 琴 田､平舘方面で
は青森側から獲れてくる0 11- 12月に海峡に出る0 12月以降は､牛滝､佐井､三顧をど120-探で獲れるo三好で

は 1- 2月盛んに曳釣9するo17- 50 砂砂

泥 嘩奥横浜-野辺地一束田沢と漁期が 10- 20日位ずれるo10- 50 砂 泥藻 場

適洛船航路では周生棲息､鯛島附近の 5 07rL内外がよい漁場であるo5- 40や や 浅 場

砂梶 蟹田では 5- 8月は湾口か ら､ 11- 12月は青森側から回遊するo2..-55
砂泥 ､ 健 脇野沢-川内-陸奥横浜-野

辺地一束田沢と時期的に 10- 20日漁期が遅藻 場 れる.産卵後は深みに移

動するo10m.以浅 砂 傑 藻 場 川内では川で周征みられ､海では 7

- 5月はみられないo海峡よb脇野沢を経て川内川､男川に沸

上､大湊附近などにも回遊するo5- 5055- 805--50 泥 場 11月頃にはみえなくなるO1月上旬から2月にかけて海峡か ら回遊､2月下旬に出るo従来の漁場は九硬 場J杢 域 腹泊～弁天島であったが､現在は佐井～青石に移っているo秋季海峡から回遊､ 1月下旬頃出るo

入るときは徐々に､出るときは早ho5- 40 砂 凍 石 藻 漁獲されをい時期は､石､藻の

中に棲息､冬期は出てくるo7- 50 砂 泥藻 場 漁獲されをい東軍期は457YL以上の深

みに棲息､産卵期に浅場にくるo5- 50 砂 泥 藻 場 ll



種 名 幼 稚 魚

産出現時期 サ イズ 環 境 消失 時期

サイズ 時 畑ア イ ナ メ 5～ 4頂ー7 5以半n)6- 8 沿岸一帯つ藻場､定置の捨石などO ∫ 1

0- 12 いJL日 中～下盛期ク ロ ソ イ 710 2- 510 沿岸の藻場､岩場､ホクテ

養殖寵周辺 5- 76_上 .盛期マ ダ イ 79 56- 7 沖一帯か ら7-位まで､藻場､ホクテ養殖寵

にも入 る ll(印 10(C71) 5- 87 盛期ヒ ラ メ

8- 9 5- 10 ノリ養殖場 5下～ 7下6下 ～ 7中盛期カレイ数

マコガレイ 6 2-ノ5 沿岸:の 1- 2,yLの浅

場 11中- 1上マ ガ レ イ 9 5- 6 40,n内外の泥場

4上～ 6上ノロガシラ

12中 - 1下イシガレイ 香 ～莱場 11上

- 2･チカ､ワカサギ 6 5 沿岸の浅 場

5上 ～ 5下サ ケ､ マス類 5- .4 4- 5 川内沿岸の

チカ定置に入るメ バ ル 類 6-7 2-5 沿岸の藻壕､ホクテ養殖艶

マ ダ ラ 5 10以下 泥場

1Krn位押' 軍に入る 1上- 2コ ノ シ′ ロ 7 5 沿岸の浅場定置に夕顔入 る

ク コ 4- 6 5 藻場､



那 食 性
水 深 底 質 産

卵 状 況(,,i)15以浅 藻場石岩などかくれ場の多い所 ホンダワラ等海藻に産着 イサザ､エ ビ､稚 貝類､′J＼ダコ､小

魚､海藻､イカイカナゴ､イワシ､ イカ､エ ビ

､′｣＼魚､′｣＼ダコ20-55 スボヤなどがついてい る硬場

稚貝類､ユムシ､スボヤ5-20 砂､′｣＼石 イワ

シ､イカナゴ､サンマ､ コチ､ホクテ稚貝10-.20 砂､砂傑 シオムシ､稚 ウ

ニ砂泥､藻場 シオムシ､ ヒトデ､稚貝類､

砂 エ ビ､-ゼ類砂塵 カニ､稚貝類､′｣＼魚

1-2 岸辺の砂傑地 砂傑

VC産着 ヨコエ ビ類イカナゴ




